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(訳注) 原書は古いものですが、操作部分の手引書として作成しました。従ってWindows版操
作に関しては現状対応としていますが、基本的にその他の部分は原書に従っていま
すので、注意してください。また、DOS版ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは現在提供されていないため、対応
する部分は基本的に省略しました。

1. 序説 この手引書はAVRprogと呼ばれるAVRﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ一括ｿﾌﾄｳｪｱの使用法を記述します。
AVRprogはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ機能を持つAtmelのAVRﾂｰﾙの全てを網羅します。

AVRprogはAT90S標準系列ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの全ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。付加機能として
AtmelのAT89S系統ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの多くもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。

AVRﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ一括ｿﾌﾄｳｪｱは以下のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから成ります。

■　AVRPROG.EXE - Windows版
■　PROGF.EXE - ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み用DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
■　PROGE.EXE - EEPROM書き込み用DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
■　READF.EXE - ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み出し用DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
■　READE.EXE - EEPROM読み出し用DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
■　PROGFUSE.EXE - ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み用DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
■　PROGLOCK.EXE - 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み用DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

AVRprogはMicrosoft Windows下で走行します。加えてMS-DOSﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ群全体でWindows版
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと殆ど同じ機能を持ちます。

AVRprogは現在、以下のﾂｰﾙとで使うことができます。

■　AT90DEVBOARD - 第2世代開発基板
■　AT90PROG1200 - AT90S1200ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基板
■　AT90ISP - AVR実装書き込み器

AVRprogは将来の以下のAVRﾂｰﾙでも動作します。

■　AT90BASEPROG - AVR標準系列書き込み器

Windows版AVRprogはAVR Studioに含まれ、Toolsﾒﾆｭｰ内で見つけることができます。

2. ｲﾝｽﾄｰﾙ (訳注) 原書ではFD供給のAVRprogｲﾝｽﾄｰﾙが記述されていますが、AVRprogが現状独立し
た形で供給されていないので省略しました。現在はAVR Studioｲﾝｽﾄｰﾙ時にWindows
版AVRprog.exeが同時にｲﾝｽﾄｰﾙされます。これはｲﾝｽﾄｰﾙ ﾌｫﾙﾀﾞ下のAVRprogﾌｫﾙ
ﾀﾞ内にあります。
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3. Windows版AVRprog実行 AVRprogはAVRprog.exeのﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸまたはAVR StudioのﾒﾆｭｰﾊﾞｰからToolsﾒﾆｭｰを選択し
て、AVRprogをｸﾘｯｸすることによって開始されます。

AVRprogの開始に先立って、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力を持つAVR
ﾂｰﾙの1つが利用可能なｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(COM)に接続され、
電源が入っている必要があります。有効なﾂｰﾙがどのｼﾘｱ
ﾙ ﾎﾟｰﾄにも見つからない場合、画面に右のﾒｯｾｰｼﾞが現
れます。

AVRprogがどの支援基板もなぜ見つけられないかは多く
の理由があるかも知れません。これらは本手引書の最後
の「障害対策」章で記述されます。

支援するAVRﾂｰﾙが電源ONで接続さ
れているなら、画面に右のｳｨﾝﾄﾞｳが現
れるでしょう。

このｳｨﾝﾄﾞｳは4つの部分に分けられま
す。上部はHex file欄と呼ばれ、AVRpr 
ogのﾌｧｲﾙ緩衝部内にIntel HEXﾌｧｲﾙ
を収納するのに使われます。中間2つ
の部分はFlash欄(中間上)とEEPROM
欄(中間下)と呼ばれます。これらは選
択したﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘまたはEEP 
ROMどちらかの書き込み、照合、読み
出しに使われます。最後の部分はｳｨﾝ
ﾄﾞｳ下部のDevice部です。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞするﾃﾞﾊﾞｲｽの選択に使われるﾃﾞﾊﾞ
ｲｽ選択引き落とし一覧です。

Hex file欄とFlash欄の間は進捗ﾊﾞｰと
上図では見えない状態行があります。

ｳｨﾝﾄﾞｳ下側の右側にはAVRprogの高度機能を持つ新しいｳｨﾝﾄﾞｳを引き出す、Advanedと記さ
れた釦があります。これにはﾁｯﾌﾟ消去、ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み、施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み釦のような機
能があります。このｳｨﾝﾄﾞｳは接続されたAVRﾂｰﾙに対するいくつかの情報も表示します。

3.1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択 ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする最初の段階はﾃﾞﾊﾞｲｽ選択引き落とし一覧からﾃﾞﾊﾞｲｽを選択すること
です。ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択引き落とし一覧の内容は接続されたAVRﾂｰﾙのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力に応じて変
わります。AVRprogはｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄに接続されたAVRﾂｰﾙを自動的に検知し、ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択引き
落とし一覧の内容をそれのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力に合わせて調整します。

AVR910書き込み器が接続されている
場合、ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択引き落とし一覧は右
のように見えるでしょう。

AVR910は直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞだけが使え
るので、直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ機能を持つﾃﾞ
ﾊﾞｲｽだけが選択できます。

(訳注) 上記で原書のAT90DEVBOAR 
DはAVR910書き込み器に変更
しました。また原書の本位置に
記述されているAT90PROG120 
0並列書き込み器の記述は省
略しました。

ﾏｳｽ左釦のｸﾘｯｸによって、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
したいﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでください。
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3.2. INTEL HEXﾌｧｲﾙ収納 次の段階は選択したﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘまたはEEPROM内に書き込むべきINTEL HEXﾌｧｲ
ﾙ(内容)を収納することです。Browseﾀﾞｲｱﾛｸﾞを引き出すためにBrowse釦をｸﾘｯｸしてください。
画面は概ね次のように見えるでしょう。

HEXﾌｧｲﾙが属するﾌｫﾙﾀﾞを位置するのに上部のﾌｨｲﾙの場所引き落とし一覧を使い、それ(対
象HEXﾌｧｲﾙ)のﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸか、または選択と開く釦の使用のどちらかによって1つを選択してく
ださい。ﾌｧｲﾙが.HEX以外の拡張子の場合、対象の拡張子を変えるのにｳｨﾝﾄﾞｳ下部のﾌｧｲﾙ
の種類引き落とし一覧を使ってください。ﾌｧｲﾙ(内容)が収納されてしまった後、AVRprogｳｨﾝﾄﾞ
ｳは概ね次のように見えるでしょう。

(訳注) 原書本位置にはReload釦記述がありますが、現在のAVRprogでは削除されてしまって
いますので対応する記述を省略しました。

Browseﾀﾞｲｱﾛｸﾞが最後にﾌｧｲﾙを収納したﾌｫﾙﾀﾞを記憶することに留意してください。同じﾌｫﾙ
ﾀﾞから別のﾌｧｲﾙが格納される場合、Browse釦が押された時にそのﾌｫﾙﾀﾞが直ぐ利用可能で
す。
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3.3. ﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込み ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ処理の最後の段階は収納したHEXﾌｧｲﾙ(内容)を選択したﾃﾞﾊﾞｲｽ内に書き込むこ
とです。Flash欄のProgram釦がｸﾘｯｸされると、開始されます。

通信同期不調の場合、左下のﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽが現れます。ここでOK釦をｸﾘｯｸすると、直前の
残ﾃﾞｰﾀを破棄し、書き込みが始まります。

収納したﾌｧｲﾙ(内容)が選択したﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内に書かれます。AVRprogｳｨﾝﾄﾞｳは書
き込み成功後、概ね右下のように見えるでしょう。

状態行がHex file欄の真下に現れることに注意してください。これは最後に実行した動作の状
態を一定時間表示し、その後消えます。書き込み中は進捗ﾊﾞｰが有効です。

書き込みに失敗すると、次のようなﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽが現れます。

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの両方が書かれる場合、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘが常に先で、EEPROMが後で実
行されなければならないことに注意してください。これはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込みが常にﾁｯﾌﾟ消去
命令で始まり、EEPROM書き込みはそうでないからです。
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3.4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ照合 BrowseﾀﾞｲｱﾛｸﾞでAVRprogのﾌｧｲﾙ緩衝部に収納したHEXﾌｧｲﾙ(内容)に対してﾃﾞﾊﾞｲｽ内容を
照合するには、(Flash欄かEEPROM欄のどちらかの)Verify釦を押してください。

通信同期不調の場合、左下のﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽが現れます。ここでOK釦をｸﾘｯｸすると、直前の
残ﾃﾞｰﾀを破棄し、照合処理が始まります。

照合処理がOKなら、AVRprogｳｨﾝﾄﾞｳは概ね右下のように見えるでしょう。

照合処理が不正になったなら、次のようなﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽが現れます。

AVRprogｳｨﾝﾄﾞｳの状態行は消滅する前に、照合失敗(Verifying...Failed)を表示するでしょう。

注: 照合失敗に対する最も共通する理由はﾃﾞﾊﾞｲｽの施錠ﾋﾞｯﾄがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されてしまってい
ることです。これはﾃﾞﾊﾞｲｽに対する照合任意選択を禁止します。

3.5. ﾃﾞﾊﾞｲｽ読み戻し ﾃﾞﾊﾞｲｽの内容を読み戻すには(Flash欄かEEPROM欄のどちらかの)Read釦を押してください。

通信同期不調の場合、左下のﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽが現れます。ここでOK釦をｸﾘｯｸすると、直前の
残ﾃﾞｰﾀを破棄し、読み戻し処理が始まります。

この内容はHex file欄のﾌｧｲﾙ名に保存されます。ﾌｧｲﾙが既存の場合、既存ﾌｧｲﾙの置き換え
を希望するかを問い合わせる警告ﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽが表示されます。このﾒｯｾｰｼﾞ ﾎﾞｯｸｽは概ね
右下のように見えるでしょう。

既存ﾌｧｲﾙの置換を望まないなら、いいえをｸﾘｯｸし、Browseｳｨﾝﾄﾞｳを開いて新しい(別の)ﾌｧｲ
ﾙ名を入力しなければなりません。現在位置とは別のﾌｫﾙﾀﾞのﾌｧｲﾙへの書き出しを望む場
合、ｳｨﾝﾄﾞｳ上部のﾌｨｲﾙの場所引き落とし一覧を使うか、または完全なﾊﾟｽを含むﾌｧｲﾙ名を入
力してください。
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3.6. 高度機能の使用 AVRprogの高度機能を使うには、Advancedｳｨﾝﾄﾞｳを開くためにAdvanced釦を押してください。
このｳｨﾝﾄﾞｳは概ね次のように見えるでしょう。

上部は施錠ﾋﾞｯﾄ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用です。中間部はﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用です。下部はﾃﾞﾊﾞｲｽ
と接続されたAVRﾂｰﾙについてのいくつかの状態情報を表示します。中間部にはﾁｯﾌﾟ消去
(Chip Erase)釦もあります。これはﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中、意図せず使われないよう、このｳｨﾝﾄﾞ
ｳ内に配置されています。

3.7. 施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み 施錠ﾋﾞｯﾄを書くには希望する種別を選択し、Write釦をｸﾘｯｸしてください。種別選択引き落とし
一覧直下には施錠ﾋﾞｯﾄ種別の短い説明の状態行があります。施錠ﾋﾞｯﾄ種別に対する更なる
説明については、それぞれのﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

施錠ﾋﾞｯﾄを解除(1)する方法がﾁｯﾌﾟ消去だけなことに注意してください。これはChip Erase釦ま
たは、ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの書き換えのどちらかによって行なえます。

AT90S1200の初期版(改訂A～C)に於いて、施錠ﾋﾞｯﾄが直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作で書けないことに
注意してください。これらのﾃﾞﾊﾞｲｽのどれかが選択された場合、Advancedｳｨﾝﾄﾞｳが開かれる
時に施錠ﾋﾞｯﾄ選択が活性(有効)になりません。

3.8. ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ書き込み ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを読み書きするには、ﾃﾞﾊﾞｲｽによって並列書き込み器が必要とされます。これらの
ﾃﾞﾊﾞｲｽでは、例えばAVRISPが接続されている場合、ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ選択が活性(有効)になりませ
ん。これはそのﾂｰﾙが直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞだけを実行し得るからです。

Advancedｳｨﾝﾄﾞｳ移行時、現在のﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄの状態がﾃﾞﾊﾞｲｽから読まれ、ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ選択枠
(Fuse bits欄)内に表示されます。強制的に状態ﾋﾞｯﾄを読み出すには、Fuse bits欄下のRead釦
を使ってください。状態ﾋﾞｯﾄを書くには希望する組み合わせを選択し、Read釦傍のWrite釦をｸ
ﾘｯｸしてください。施錠ﾋﾞｯﾄが先行して設定されている場合を除いて、施錠ﾋﾞｯﾄも同時に書か
れることに注意してください。ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄがﾁｯﾌﾟ消去によって影響を及ぼされないことにも注意
してください。これら(ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ)を変更する方法はWrite釦で書き換えることだけです。

3.9. ﾁｯﾌﾟ消去釦 この釦がｸﾘｯｸされると、ﾃﾞﾊﾞｲｽが消去されます。これはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの内容を消去し
て同時に施錠ﾋﾞｯﾄが解除(1)されます。ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄは本命令によって影響を及ぼされません。
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3.10. 状態部 状態部の上部領域は現状ﾃﾞﾊﾞｲｽの識票ﾊﾞｲﾄを表示します。識票ﾊﾞｲﾄの説明については、そ
れぞれのﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

施錠ﾋﾞｯﾄが設定(0)されていると、ﾃﾞﾊﾞｲｽによって直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作で識票ﾊﾞｲﾄが読み出せ
ないことに注意してください。冷え列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作が使われる場合、識票ﾊﾞｲﾄは全ての施錠
ﾋﾞｯﾄ種別に対して常に読むことができます。

状態部で現在どのAVRﾂｰﾙが接続されているかを表示します。これは以下などです。

AVR DEV - AT90DEVBOARD用表記
AVR PPR - AT90PROG1200基板用表記
AVR ISP - AT90ISP基板またはAVR910用表記
AVR BASE - AT90BASEPROG基板用表記

4. DOS版の実行 (訳注) 原書に於ける本節は現在供給されていないため省略しました。

5. 障害対策 できる限り異常のないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作るように心がけていますが、未だﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが解決できないい
くつかの状態があります。以降の一覧は起こるかもしれない状況のいくつかを示します。AVR 
progは明確な注記を除いて、Windows版とMS-DOS版の両方に対して使われます。

起動失敗

AVRprogが開始せず、"No supported boards found!"(支援基板が見つからない)ﾒｯｾｰｼﾞが現
れたなら、次の一覧を調べてください。

・ 対象基板に電源が印加されているか?
・ 対象の電源ｽｨｯﾁがONか? (注: 対象の電源LEDが点灯しているかを調べてください。)
・ ｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙの両端が接続されているか?
・ 直通形式ｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙか? (注: 直通形式だけで動作し、逆接形式では動作しません。)
・ 複数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄにｱｸｾｽしていませんか?

Windows環境での共通する問題は2つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが同時に同じｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄを制御できない
ことです。DOS窓が開いてｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄを使うﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが走行してしまった場合(例えそのﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑが終了されてしまっていても)、Windows版のAVRprogは動作しません。Windows版の
AVRprogが開いたままで、DOS版がDOS窓で走ると、同じ状態が起こります。解決策はｼﾘｱ
ﾙ ﾎﾟｰﾄを使ったかもしれない、または使うかもしれない、全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(とDOS窓)を(完全
に)閉じることです。これが問題を解決するでしょう。

5.1. 状態表示部 AVRprogが"Programming failed!"(書き込み失敗)または"Verified failed!"(照合失敗)のどちら
かのﾒｯｾｰｼﾞを表示する場合、以下の一覧を調べてください。

・ 対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿｹｯﾄにﾃﾞﾊﾞｲｽが装着されているか?
・ 対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿｹｯﾄにﾃﾞﾊﾞｲｽが適切に装着されているか?
・ ﾃﾞﾊﾞｲｽの全ﾋﾟﾝが対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿｹｯﾄの内側か?
・ 対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿｹｯﾄに正しいﾃﾞﾊﾞｲｽが装着されているか?

ﾃﾞﾊﾞｲｽが対象基板のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿｹｯﾄに完全に挿入されていることを調べてください。
・ ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択で正しいﾃﾞﾊﾞｲｽが選択されているか?

注: 不正なﾃﾞﾊﾞｲｽ選択でﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込みを試みると、対象基板のｿﾌﾄｳｪｱが暴走し、総体とし
て固まります。AT90DEVBOARDでは黄LEDの常時点灯が見えるかもしれません。AT90 
PROG1200基板では緑LEDが常時点灯するかもしれません。これが起きた場合、対象基
板上の各々のﾘｾｯﾄ釦を使い、再び試みてください。これが助けにならないなら、対象基板
への電源をOFFし、AVRprogﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを閉じてください。DOS版がWindows環境のDOS窓
で使われている場合、そのDOS窓を閉じてください。その後、対象基板への電源を再び
ONにし、AVRprogを再び開始してください。これがこの状況を解決するでしょう。

注: ﾃﾞﾊﾞｲｽは悪いESD環境や悪い取り扱いのため、開発で損傷を受けるかもしれません。常
に正しいESD予防策でﾃﾞﾊﾞｲｽを取り扱ってください。

不良ﾃﾞﾊﾞｲｽと思ったなら、他の多くのﾃﾞﾊﾞｲｽが同じ動作となるかの調査を試みてください。同
じ動作でなければ、不良ﾃﾞﾊﾞｲｽでないかもしれません。同じ動作ならば、対象基板が損傷し
ているかもしれません。更に対象基板は正しいESD予防処置で取り扱うべきです。入力電力が
対象基板の供給範囲を超えはいけません。これは基板への恒久的な損傷を引き起こすかもし
れません。対象基板の短絡を避けることにも充分に注意してください。これも対象基板に恒久
的な損傷を引き起こすかもしれません。

(訳注) 原書に於けるDOS版固有の記述は、現在DOS版が供給されていないために省略しま
した。
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5.2 何処で手助けを
 得るか

AVRprogやAVR対象基板で何らかの問題がある場合、最寄のAtmel代理店に手助けに関して
問い合わせてください。avr@atmel.comでAVR支援係にEﾒｰﾙを送ることもできます。使った対
象基板、AVRprogｿﾌﾄｳｪｱ版番号、問題についての全情報を含めてください。使っているﾊﾟｿｺ
ﾝと、どのｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑを使っているか(Windowsの種類)の情報も含めてください。

mailto:avr@atmel.com
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付録 各AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに於けるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ関係情報とAVRprog 1.40版での支援情報の一覧を以下に
示します。

ﾒﾓﾘ容量はﾊﾞｲﾄ単位です。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ方式の略号はLS=低電圧直列、HS=高電圧直列、HP=高電圧並列、BL=ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞを示しま
す。(BL)は専用の保護された領域はありませんが、制限付きでﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞが可能なことを示します。

基本的にAVRprogは実ﾃﾞﾊﾞｲｽの確認を行いませんので、書き込み手順に相違がある初期の一部ﾃﾞﾊﾞｲｽを除いて、ﾍﾟｰｼﾞを含めた
ﾒﾓﾘ容量が一致さえすれば、どのﾃﾞﾊﾞｲｽ選択でも書くことが可能です。ﾛｯｸ/ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄについては直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令形式が一
致さえすれば、ｳｨﾝﾄﾞｳ表示は異なりますが、目的ﾃﾞﾊﾞｲｽでの対応位置を指定することによってﾒﾓﾘと同様に書くことができます。

表A. ﾃﾞﾊﾞｲｽ関連仕様とAVRprog支援関係

ﾃﾞﾊﾞｲｽ名
EEPROM

容量 (ﾍﾟｰｼﾞ)
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

方式
備考

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ
容量 (ﾍﾟｰｼﾞ)

識別符号 識票ﾊﾞｲﾄ

AT89C1051 $80 1K (-) - (-) LS$1E,$12
AT89C2051 $81 2K (-) - (-) LS$1E,$21
AT89S8252 8K (-) LS$86 2K (-)$1E,$72

- (-)AT89S53 12K (-) LS$87 $1E,$53
改訂A$10
改訂B$11

64 (-) LS,HP1K (-)$1E,$90,$01AT90S1200
改訂C$12
改訂D$13

AT90S2313 LS,HP$20 2K (-) 128 (-)$1E,$91,$01
AT90S2323 LS,HS$48 2K (-) 128 (-)$1E,$91,$02

2K (-)AT90S2343 LS,HS$4C 128 (-)$1E,$91,$03
AT90S2333 LS,HP$34 2K (-) 128 (-)$1E,$91,$05
AT90S4414 LS,HP$28 4K (-) 256 (-)$1E,$92,$01
AT90S4434 LS,HP$6C 4K (-) 256 (-)$1E,$92,$02
AT90S4433 LS,HP$30 4K (-) 256 (-)$1E,$92,$03
AT90S8515 LS,HP$38 8K (-) 512 (-)$1E,$93,$01
AT90S8535 LS,HP$68 8K (-) 512 (-)$1E,$93,$03
AT90C8535 HP$70 8K (-) 512 (-)$1E,$93,$04
AT90C8544 HP$71 8K (-) 512 (-)$1E,$93,$0?
AT90CAN32 LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (256) 1K (8)$1E,$95,$81
AT90CAN64 LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$81
AT90CAN128 LS,HP,JTAG,BL$-- 128K (256) 4K (8)$1E,$97,$81
AT90PWM2/3 LS,HP,dW,BL$-- 8K (64) 512 (-)$1E,$93,$81

AT90PWM2B/3B LS,HP,dW,BL$-- 8K (64) 512 (-)$1E,$93,$83
AT90PWM1 LS,HP,dW,BL$-- 8K (64) 512 (-)$1E,$93,$83
AT90USB64x LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$8?
AT90USB128x LS,HP,JTAG,BL$-- 128K (256) 4K (8)$1E,$97,$82

ATtiny19 LS,HS$58 1K (-) - (-)$1E,$90,$0?
ATtiny10 HS$51 1K (-) - (-)$1E,$90,$03

1K (-)ATtiny11 HS$50 - (-)$1E,$90,$04
ATtiny12 LS,HS$55 1K (-) 64 (-)$1E,$90,$05
ATtiny15 LS,HS$56 1K (-) 64 (-)$1E,$90,$06
ATtiny13 LS,HS,dW,(BL)$-- 1K (32) 64 (4)$1E,$90,$07
ATtiny22 LS,HS$-- 2K (-) 128 (-)$1E,$91,$06
ATtiny28 HS$5C 2K (-) - (-)$1E,$91,$07

2K (32)ATtiny25 LS,HS,dW,(BL)$-- 128 (4)$1E,$91,$08
ATtiny26 LS,HP$5E 2K (32) 128 (4)$1E,$91,$09

ATtiny2313 LS,HP,dW,(BL)$-- 2K (32) 128 (4)$1E,$91,$0A
ATtiny24 LS,HS,dW,(BL)$-- 2K (32) 128 (4)$1E,$91,$0B
ATtiny261 LS,HS,dW,(BL)$-- 2K (32) 128 (4)$1E,$91,$0C

4K (64)ATtiny45 LS,HS,dW,(BL)$-- 256 (4)$1E,$92,$06
ATtiny44 LS,HS,dW,(BL)$-- 4K (64) 256 (4)$1E,$92,$07
ATtiny461 LS,HS,dW,(BL)$-- 4K (64) 256 (4)$1E,$92,$08
ATtiny85 LS,HS,dW,(BL)$-- 8K (64) 512 (4)$1E,$93,$0B
ATtiny84 LS,HS,dW,(BL)$-- 8K (64) 512 (4)$1E,$93,$0C

次頁へ続く

ATtiny861 LS,HS,dW,(BL)$-- 8K (64) 512 (4)$1E,$93,$0D
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表A (続き). ﾃﾞﾊﾞｲｽ関連仕様とAVRprog支援関係

ﾃﾞﾊﾞｲｽ名
EEPROM

容量 (ﾍﾟｰｼﾞ)
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

方式
備考

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ
容量 (ﾍﾟｰｼﾞ)

識別符号 識票ﾊﾞｲﾄ

ATmega48(P) $-- 4K (64) 256 (4) LS,HP,dW,(BL)$1E,$92,$05
$65

ATmega83 8K (64) 512 (-) LS,HP,BL$1E,$93,$05
ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$67

$3A
512 (4)ATmega8515 8K (64) LS,HP,BL$1E,$93,$06

ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$3B
$76

512 (4) LS,HP,BL8K (64)$1E,$93,$07ATmega8
ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$77

ATmega8535 LS,HP,BL$69 8K (64) 512 (4)$1E,$93,$08
ATmega88(P) LS,HP,dW,BL$-- 8K (64) 512 (4)$1E,$93,$0A

$60
16K (128)ATmega161 LS,HS,BL512 (-)$1E,$94,$01

ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$61
$64

ATmega163 LS,HS,BL16K (128) 512 (-)$1E,$94,$02
ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$66

$74
ATmega16 LS,HP,JTAG,BL16K (128) 512 (4)$1E,$94,$03

ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$75
ATmega162 LS,HP,JTAG,BL$-- 16K (128) 512 (4)$1E,$94,$04

$78
ATmega169(P) LS,HP,JTAG,BL16K (128) 512 (4)$1E,$94,$05

ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$79
ATmega168(P) LS,HP,dW,BL$-- 16K (128) 512 (4)$1E,$94,$06
ATmega165(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 16K (128) 512 (4)$1E,$94,$07
ATmega164P LS,HP,JTAG,BL$-- 16K (128) 512 (4)$1E,$94,$0A
ATmega323 LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (128) 1K (-)$1E,$95,$01

$72
32K (128)ATmega32 LS,HP,JTAG,BL1K (4)$1E,$95,$02

$73 ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ
ATmega329(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (128) 1K (4)$1E,$95,$03
ATmega3290(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (128) 1K (4)$1E,$95,$04
ATmega325(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (128) 1K (4)$1E,$95,$05
ATmega3250 LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (128) 1K (4)$1E,$95,$06

40K (128)ATmega406 HP,JTAG,BL$-- 512 (4)$1E,$95,$07
ATmega324P LS,HP,JTAG,BL$-- 32K (128) 1K (4)$1E,$95,$08
ATmega604 LS,HP$42 64K (256) 2K (-)$1E,$96,$01

$45
ATmega64 LS,HP,JTAG,BL64K (256) 2K (8)$1E,$96,$02

ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$46
ATmega649(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$03
ATmega6490(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$04
ATmega645(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$05
ATmega6450(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$06

ATmega640 LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 4K (8)$1E,$96,$08
ATmega644(P) LS,HP,JTAG,BL$-- 64K (256) 2K (8)$1E,$96,$09
ATmega103 LS,HP$41 128K (256) 4K (8)$1E,$97,$01

$43
ATmega128 LS,HP,JTAG,BL128K (256) 4K (8)$1E,$97,$02

ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ$44
ATmega1280 LS,HP,JTAG,BL$-- 128K (256) 4K (8)$1E,$97,$03
ATmega1281 LS,HP,JTAG,BL$-- 128K (256) 4K (8)$1E,$97,$04
ATmega2560 LS,HP,JTAG,BL$-- 256K (256) 4K (8)$1E,$98,$01
ATmega2561 LS,HP,JTAG,BL$-- 256K (256) 4K (8)$1E,$98,$02
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